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2．本書の概要 
2.1 第 1 部「会話データ分析を活かした『研究と実践の連携』」の概要 














2.2 第 2 部「会話データ分析の変遷の文献調査」の概要 
第 2 部は、4 つの章から構成されており、文献調査の結果から会話データ分析の変遷を
示している。4 つの章では、それぞれ日本語教育が盛んな地域の中から日本国内（第 4 章）、












2.3 第 3 部「会話データ分析を行う教育者・研究者へのインタビュー調査」の概要 





















いる。そのうえで、第 2 部の文献調査、第 3 部のインタビュー調査を展開している。会話
データ分析を俯瞰する第 2 部の文献調査は、これまでになかった範囲と規模になっており、
会話データ分析の特徴の変遷を整理している。第 3 部のインタビュー調査は、12 人という
規模はもちろん、研究者・教育者を対象としたインタビュー調査自体はこれまでにあまり




































のインタビュー調査を通して、教育者・研究者による「研究と実践の連携」（p. 256 図 1）、





タ分析や日本語教育を実践するための教材にもなっている。本書の第 2 部、第 3 部の内容
にそった質問項目が、ナカニシヤ出版ホームページ（www.nakanishiya.co.jp/book/   
b313405.html）に挙げてあり、本書を教材としてそのまま使えるようになっている。中井・
高田（2017）は 1 つの実践例である。中井・高田（2017）は、日本語教育学の基礎を学ぶ
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